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オンライン開催方法

トランプ1.0以降の通商政策の影響と
サプライチェーンの再構築

AGIセミナー

講師：千葉大学大学院社会科学研究院 教授
伊藤 恵子
氏

14:00-16:00

講演概要
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● 講
師
紹
介
●
千葉大学大学院社会科学研究院教授。
一橋大学にて博士（経済学）取得後、AGIの前身である
国際東アジア研究センター（ICSEAD）に研究員として
在籍、専修大学、中央大学教授などを経て、2022年よ
り現職。国際貿易や海外直接投資と企業の生産性、技術
開発力等に関連した実証分析を専門としている。

第1次トランプ政権時の2018年頃から、米国は主に中国を
ターゲットとして追加関税を発動し輸出管理規制を強化し
てきたが、2025年に第2次トランプ政権が発足すると、日
本など友好国を含むほとんどの国に対して広範囲かつ大幅
な関税措置を発動した。2026年2月に、米連邦最高裁はト
ランプ政権が課した相互関税等に対して違法判決を下し、
それを受けて発動された代替関税も5月に米国際貿易裁判
所が違法との判断を示し、今後は関税措置は抑制的になっ
ていく可能性がある。とはいえ、依然としてトランプ政権
の通商政策は不確実性が高く、多くの国の貿易パターンや
世界経済に大きな影響を与えると懸念されている。
2018年以降、関税措置や輸出管理規制強化が各国の貿易
パターンやサプライチェーンへ与えた影響、米中企業の技
術開発や米国市場における価格や雇用、経済厚生への影響
など、膨大な数の実証研究が行われてきた。近年のいくつ
かの代表的な実証研究を紹介し、関税や輸出規制強化の影
響を客観的に議論する。
そして、通商政策の不確実性が増し、国際経済秩序が崩壊
の危機にある中、できるだけ効率的かつ安定的なサプライ
チェーンを維持するために必要な政策や国際協力の方向に
ついて考える。

使用言語：講演・資料ともに日本語

お申し込み

締め切り：6月19日（金）13時

メールでのお申し込み
は、お名前とご所属を
office@agi.or.jpに送信
してください。

前日までにご参加用のZoomリンクをメールで
お送りします。

【お問合せ】 Phone:  093-583-6202　 Email: office@agi.or.jp
〒803-0814 北九州市小倉北区大手町11-4　

公益財団法人アジア成長研究所

(Zoom)
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